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株式会社スプレッド（本社：京都市下京区 代表取ഁ役社শ：稲田 信二）は、このたび、
スプレッドが開発した完全人工光型植物工場”Vegetable Factory™”の事業展開の第２弾とし
て、世界で初めて育苗から収穫までを完全自動化した日産３万株の大規模植物工場の建設プロ
ジェクトを開始しましたので、ご案内申し上げます。 
                                                              
1. スプレッドのこれまでの歩み 

株式会社スプレッドは 2006 ফに業し、京都府の
น厉市にて世界最大の完全人工光型植物工場
（น厉プラント）を運営しています。現在４種類のレタ
スを日産 21,000 株生産し、“ベジタス®”ブランドとして
匹都圏び関勽圏の食品スーパー約 2,000 店๘にফ
間を通して安定的に出荷しております。スプレッドの厣শ
は生産నまりが“97%”という高い水準を維持できる
技術ৡにあり、採算をとることが困難といわれている植物工場事業において、హஊ化を実現しています。 
 そして、これまでに培ったノウハウを活かして、さらに高品質で安心できる商品を安定的に提供できる取り
組みとして新工場の建設を検討してまいりました。 

 
2. 新工場建設のコンセプトとニーズ 
【コンセプト】 

世界的な人卶匲にൣう食໖勘ଌ峮౮ଞ勴による水勘ଌ、農作物被害といった社会問題があるな
か、スプレッドは植物工場事業を通じてエネルギー資源などを効果的に管৶し、より安全で持勸可能な
社会の基礎を築くことを目指しています。 

今回、その取り組みとしてグローバル展開をৄྚえた環境対応と低コストを実現させた次世代型植物
工場”Vegetable Factory™”の建設プロジェクトを開始しました。 
 
 

スプレッドが世界初、完全自動化による日産３万株の完全人工光型植物工場 
建設プロジェクトを開始！ 
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【次世代型植物工場に求められるニーズ】 
スプレッドは次世代型植物工場に求められるニーズとして下記があると考えています。 
1. 環境対応 
2. 低コスト 
環境対応として水資源のリサイクルシステムと世界中どこでも展開可能な栽培環境制御技術を開発

しました。低コストは育苗から収穫までの完全自動化と光と空調を最適化したエネルギーの効厾化により
実現しました。 
 
3. スプレッド新工場プロジェクトの概要 
（１） 植物工場のタイプ・・・完全人工光型植物工場（研

究開発・実験室を併設） 
（２） 建設予定場所・・・京都府木津川市（けいはんな学

研都市） 
（３） 建物面積・・・約 4,400 ㎡ 
（４） 生産品目/生産規模・・・レタス/日産 3 万株（ফ間

1,090 万株） 
（５） 着工予定時期・・・2016 ফ春頃 
（６） 出荷開始予定時期・・・2017 ফ夏頃 
（７） 総投資額・・・約 16 億20ع 億円（研究開発・実験施設も含むৄ匸額） 
（８） ফ間売上・・・約 10 億円（ৄ匸額） 

 
 
4. 新工場で実現したイノベーション 
【環境対応】 
� 水資源のリサイクル・・・工場内で栽培に使用する水の 98%をリサイクル可能にしました。 
� 栽培環境制御技術・・・世界中のあらゆる環境下で安定生産が可能な栽培環境制御技術を開

発しました。 
【低コスト】 
� 栽培工程の完全自動化・・・育苗から収穫までの工程を完全自動化することにより、人件費を

50%削減しました。（＊１） 
� エネルギーの効厾化・・・スプレッド専用の LED 照明と独自の空調システムを開発し１株あたりのエ

ネルギーコストを 30%削減しました。（＊１） 
� 初期投資コスト・・・一株当たりの初期投資コストを 25％削減しました。（＊２） 
 
上記に加え、栽培空間の匚ス嵂ース化に取り組んだ結果、単位体積当たりの生産性が従来のน厉プラ
ントと比較し約２倍に向上しました。 

【新工場建物外観イメージ】 
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（＊１）Ⴈ社น厉プラント比 
（＊２）一株あたりの初期投資コストがน厉プラント 80,000 円に対し新工場は 60,000 円 
 
5. ベジタブルファクトリー事業を推進していくためのコンソーシアム 

今回の新工場は、スプレッドのフランチャイズ事業の中核的な役割を果たすマザー工場として位置づけ
ています。そしてグローバル展開をৄྚえた技術開発を進していくため、スプレッドと各分野に強みをもつ
企業とのコンソーシアムが実現しました。 

分野 コンソーシアムメンバー 技術提携範囲 
建設、エンジニアリング 株式会社大組 建築エンジニアリング全般と環境制御技術 
自動化設備 株式会社椿本チエイン 栽培に関する自動化設備 
水叀৶設備 東レ株式会社 栽培に関する水のリサイクル叀৶設備 
ICT 株式会社早稲田情報技術

研究所 
植物工場事業に必要な栽培/品質/物及/
販売/需要予測の機能を実装した植物工場
トータルマネジメントシステムの開発 

 
 
6. 今後の予定 
  自社工場の建設と時に大組と進めているフランチャイズ事業の検討も進め 2017 ফ২からದ次
商品の出荷を開始し、日産 8 万株の生産体制を予定しています。また、５ফを目叀に日産 50 万株
の規模へと拡大し、国内外にベジタブルファクトリー事業を展開していきます。 

 
以上 

 
【スプレッド概要】 
商 号 ：株式会社スプレッド 
本店所在地 ：京都府京都市下京区中堂寺粟田町 90 番地 KRP8 号館 
資本স ：87.4 百万円 
代表者 ：稲田 信二 
 
 
本件に関するお問い合わせ先 
株式会社スプレッド 経営企画室   森定 
TEL 075-326-3850 
info@spread.co.jp 
 


